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S-9 鉄筋材料の総数重量と加工手間との数量が

一致しません。又、全体の数量が少ないと

思われます。 

拾い落しが無いか、確認願います。 

 

金抜き設計書の鉄筋加工組立・運搬数量

に誤りがありましたので訂正します。 

鉄筋数量は変更ありません。 

A-4 

A-13 

屋根材、２寸勾配対応横葺材、一般的には

３寸勾配以上からになりますが、寒冷地で

の実績等も含め設計段階での屋根メーカー

商品名を教えて頂きたい。 

 

設計時の想定は、株式会社カナメ・カナ

ディーです。 

A-17,18 畳滑り止め施工（52.0 帖）仕様は指示願い

ます。（畳は 40 帖と考えておりますが） 

 

金抜き設計書の畳滑り止め施工数量に誤

りがありましたので訂正します。 

 

A13（関連図 

面 A21,A25， 

金抜き内訳） 

耐震性合板の施工箇所は外周面の他、間仕

切壁は防火上主要な間仕切壁(両面)と考え

て宜しいでしょうか 

 

耐震性合板の施工箇所は S-10,11 構造伏

図に図示しています。 

防火上主要な間仕切壁は A-17,18 平面図

に図示しています。 

A-15 ２階男女 WC の天井仕様に図面毎に差異が

有りますが PB12.5＋9.5 の二重張りと考え

て宜しいでしょうか 

 

よろしい。 

A-34 AW-8 ガラス H寸法について、記載ガラス鋼

製での製作最大寸法が 2350m となります。 

ガラスサイズに合わせたサッシ寸法で宜し

いでしょうか 

 

よろしい。 

A-21 窓枠について鶴岡産杉材のようですが、入

口枠の材種指定は有りますか 

 

鶴岡産杉材とします。 



A-13、A-19 

A-21 

木ルーバー60×210 の固定の詳細指示願い

ます。 

 

追加図面参照ください。 

A-24 A-29 階段 2の手摺について階段詳細図・軸組図

-2 にスチール手摺の記載が有りますが、平

詳ではステン鏡面手摺となっております 

材質、仕上げのご指示をお願い致します。 

 

階段詳細図が正。スチール手摺です。 

A-14 吸音クロスは無く、布クロスは有ります、

特別吸音性能はうたっておりませんが宜し

いでしょうか。 

また、布クロスの金額範囲が広いので程度

のご指示願います。 

 

吸音クロスは布クロス普及品とします。 

A-29 平面詳細図 

職員室床塩ビシート t＝25mm＋フリーアク

セスフロアになっています。 仕上げ表で

はフローリングになっておりどちらである

かご指示願います。 

職員室床は塩ビシート＋フリーアクセス

フロア、周囲はフローリングとなります。 

 

A-54 外構工事は金抜きどおり別途工事と考えて

宜しいでしょうか 

 

別途工事です。 

A-9 土間配筋の範囲をご教示ください。（金抜設

計書の加工組み立ての数量に土間配筋の数

量が含まれていないと思われます） 

 

金抜き設計書の鉄筋加工組立・運搬数量

に誤りがありましたので訂正します。 

鉄筋数量は変更ありません。 

A-19 外壁材 0.4mm カラーGL 鋼鈑は 0.4mm の記載

しか無く、形状･働き巾等、メーカー商品名

と仕様をご教示ください。 

 

外壁カラーGL 鋼板 t0.4mm･有効巾 300×

H4000 縦馳葺材となります。（セキノ興産） 

 

A-19 ２階外壁材について、木造特記仕様（その

８）で縦葺（鋼板 t0.4mm･有効巾 300×

H4000）と有りますが縦馳葺材の使用か鋼板

スパンドルレルの施工か不明の為、仕様材

料をご教示ください。 

 

同上 

 

A13,A25 耐震性合板について構造図の t9 でしょう

か。（A13 図と内訳は t9、A25 図木造詳細で

は t12 となっています） 

 

構造図が正。耐震性合板は t9 です。 

手洗い水飲み場 照明アルミルーバーの形状をご教示くださ

い。 

 

 

照明アルミルーバーは 20mm 角 H20mm で

す。 



金抜設計書 外構は別途工事ですか。 

 

別途工事です。 

A-22,S-12,S-19 1F 垂木について A-22,S-12 図ともに「垂木

45×105@455」とありますが、S-19 水平構

面リストに@455 の記載がありません。@455 

でしょうか。 

 

S-19 水平構面リスト垂木 2F＝45×

105@303、1F＝45×105@227.5 です。 

A-21,S-14,S-19 2F 垂木について A-21 図で「垂木 45×

105@455」、S-14 図に「屋根水平構面 45×

90@227.5」とあります。また S-19 図水平構

面リストには指定がありません。2F 垂木の

サイズと取付間隔をご教示ください。 

 

同上 

A-25 間柱の厚さ寸法について、一般壁､遮音壁の

一般部及び受材は 30mm、横継部は 45 ㍉で

しょうか。 

また耐力壁に於いても同様かご教示くださ

い。 

 

間柱は 45×180@455 です。 

 


